
2026  武蔵義塾  小学生カレンダー  【3月】 
主な催し ☆ “新学年まであと少し、今のうちに計算や漢字を復習して自信をつけよう。” 
○ 2026春期講習開講 3/27(金)～4/7（火）8日間 詳細は面談にてお知らせします。 

○ 塾内生向け父母会開催 3/2(月)～3/14(土) よろしくお願いします。 

○ 3/8(日) 2025年度第 3回英検二次試験実施。受験生の皆さん、ファイト！！ 

○ 小学生 大募集中(特典・キャンペーン有)、無料体験学習(2 日間) 実施中！ 

○ 各種検定（英検・漢検・数検）コースや学童保育型学習塾「むさしプラス」も開講中。ご相談お待ちしております。 

日 曜 行事 

１ 日 休講日 

２ 月 塾内生向け父母「教育懇談会」 開催 

３ 火  

４ 水  

５ 木  

６ 金  

７ 土 休講日 

８ 日 休講日 2025年度第 3回 英語検定試験（二次試験）実施予定 がんばれ！受験生！！ 

９ 月  

１０ 火  

１１ 水  

１２ 木  

１３ 金  

１４ 土 休講日  塾内生向け父母「教育懇談会」終了 

１５ 日 休講日 

１６ 月  

１７ 火  

１８ 水  

１９ 木 シャトル便（月謝袋）配布開始 

２０ 金 春分の日 休講日 

２１ 土 休講日 

２２ 日 休講日 

２３ 月  

２４ 火  

２５ 水  

２６ 木  

２７ 金 「2026春期講習 Just Do It！！」開講 4/7(火)まで  4月分 月謝引落日 

２８ 土 休講日 

２９ 日 休講日 

３０ 月  

３１ 火  
 
 

小学校の英語、どんな姿勢で取り組む‥？ 
現在、日本の英語教育は大きな転換期にあります。小学校で英語が教科化され、「聞く・話す」だけでなく「読む・

書く」力も求められるようになりました。これからのお子さんたちは、高校入試や大学入試を見据えた新しい英語教

育の流れの中で学んでいきます。最近では、小学生のうちから英検などの資格試験に挑戦するケースも増えてい

ます。目標を持つことは意欲向上につながりますが、英語は積み重ねの教科であり、使いこなせるまでには時間が

必要です。だからこそ小学校段階では、「英語を嫌いにさせない」ことが何より大切です。通じた喜びや分かった達

成感を重ねながら、中学校につながる基礎を丁寧に築くことが重要です。小学英語はゴールではなくスタートです。

将来を見据え、楽しさと基礎力を両立しながら前向きに取り組んでいきたいものです。 048-447-0278  塾長 斉藤 



2026  武蔵義塾  中学生カレンダー  【3月】 
今月の主な催し ☆ “春休みは差がつく時期、春期講習で弱点を一つずつ克服しよう。” 
○ 2026春期講習開講 3/27(金)～4/7（火）8日間 詳細は面談にてお知らせします。 

○ 塾内生向け父母会開催 3/2(月)～3/14(土) よろしくお願いします。 

○ 3/6（金） 埼玉県公立高校入試発表！ 入試結果報告待ってます！！ 

○ 3/8（日） 2025年度第 3回英 3/9(月)～検二次試験実施。受験生の皆さん、ファイト！ 

○ 学年末試験 内容分析説明会(塾生向)開催 3/9(月)～3/18(水) 

日 曜 行事 

１ 日 休講日 

２ 月 塾内生向け父母会 開催 

３ 火  

４ 水  

５ 木  

６ 金 埼玉県公立高校入試 発表 当日の報告待ってますよ！！ 

７ 土 休講日 

８ 日 休講日 2025年度第 3回 英語検定試験（二次試験）実施予定 がんばれ！受験生！！ 

９ 月 学年末試験 内容分析説明会(塾生向) ～3/18(水) 

１０ 火  

１１ 水  

１２ 木  

１３ 金  

１４ 土 休講日  塾内生向け父母会 終了 

１５ 日 休講日  北辰テスト 中 2生第 2回 中 1生第 1回 全力を出し切ろう！ 

１６ 月  

１７ 火  

１８ 水 学年末試験 内容分析説明会(塾生向)終了 

１９ 木 シャトル便（月謝袋）配布開始 

２０ 金 春分の日 休講日 

２１ 土 休講日 

２２ 日 休講日 

２３ 月  

２４ 火  

２５ 水  

２６ 木  

２７ 金 「2026春期講習 Just Do It！！」開講 4/7(火)まで  4月分 月謝引落日 

２８ 土 休講日 

２９ 日 休講日 

３０ 月  

３１ 火  
 
 

大学入学共通テストは「読解力重視」です 
 日本の教育は今、「知識」とともに「思考力・判断力・表現力」も重視する方向へと舵が切られています。 

社会や科学技術の進歩が著しい現代では、「知識がある」だけでは変化に対応できません。多くの資料を扱い設問

に答えるには、どの資料が必要かを判断し、正確な知識とともに読み解く「読解力」が求められます。「考える習慣」

を作る土台は読書や会話によって培われ、「丁寧に読む姿勢」を身に付けることが大切です。読了後に「どんな感

想を持ったのか」「なぜそう思ったのか」など、5W1H を意識して深く考えることで論理構造を学び、要約や表現の力

につながります。国語（読解力）は後回しにされがちですが、一朝一夕では身につかず、その育成には小・中学校で

の国語教育が重要です。                                                          048-447-0278  塾長 斉藤 
 


